
2021～2022 年度 第 1 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和３年６月１４日（月） 会 場 Web 会議 

出 席 者 

前担当副会長 小澤 勝美(欠) 

前担当理事 根岸 光司 

委 員 長 寺本 勉 

副 委 員 長 大沢   匠 ・岡崎  秀祐(欠) ・小笠原修司 ・杉本 勝郎・大西  智子 

委 員 平山 正義(欠) ・廿日出頼秀(欠) ・小島 紀雄 

      藤岡   裕 ・三橋   要(欠) ・稲葉   勉(欠) 

事 務 局 久保田千尋 

 

１．あいさつ 

 根岸前担当理事 

 

２．各種報告 

 相澤委員は前期にて終了。追加で委員参加希望者がいた場合は、随時承認をしていきたい。 

 6/4 総会 新理事が承認された。会長は白井会長。副会長は未定。6/28 理事会にて決定予定。 

 今後の行事予定の確認。 

 

３．議  題 

 

 正副委員長については、前期より継続することを確認した。 

 

（１）景観整備機構になるための準備と業務について（各議事はチーフ G にて司会進行） 

①相模原市（チーフ G：寺本、小島） 

□景観整備機構に関する業務報告等の提出について 

 相模原市より訂正依頼があった。 

①相談窓口の運用状況：現状では相談なし。今後広く周知に努め、相談件数を増やす旨、追記する。 

②歴史的建造物に関する調査研究：大沢副委員長作成資料・学会からのピックアップ等を追加し、継続

調査中の旨、追記する。 

③景観に関する情報発信：指定勉強会に関するページ（3 記事）、そのほか追加あればその記事 

⇒上記にて対応し、杉本副委員長にて今月中目途にとりまとめる。 

  

□景観整備機構専門家登録名簿について（杉本、大沢、岡崎、平山） 

 5 月理事会にて承認された。 

 これまでの勉強会参加者へ、名簿登録の希望を確認し、名簿化をしていく予定。 

⇒平山委員に次の動きの段取りを依頼する。 

 

□景観重要建造物の選定について（企画案：大沢、杉本） 

 各種建築賞受賞の建物（相模原市内所在）の検索結果。 

神奈川建築コンクール、建築士会推薦、建築学会の選奨・新人賞 

 中央区、南区に多い。 

 大沢副委員長提供資料について（神奈川建築コンクール）、地図と受賞リストのリンクが分かりやすく表

示でき、よいのでは。 

 建築協定、景観協定、緑地協定の地域の地図への追加記載の検討 

⇒大沢副委員長提供資料に直近の情報を付け足していくこととする。 

 また、地図への落とし込み方を検討のうえ再作成し、景まち HP への掲載を検討する。 

⇒大沢副委員長にて各資料を分析し、まとめていく。 

⇒委員は相模原ファンファンファンのサイトを検索し、写真投稿の分析を行うこととする。 

 

 □有志による藤野景観ツアーについて 

 大沢副委員長より案の提示。藤野近辺の見学。和田集落・石井家住宅中心に見学。諏訪神社。桐花園キ

ャンプ場に宿泊。金夜～土曜予定。 

⇒見学案を大沢副委員長にて詰めるとともに 10 月頃にて日程調整を行う。 

 



 

②藤沢市 （藤沢市との連携） 進捗確認（チーフ G：小笠原、藤岡、岡崎） 

 桔梗屋：活用事業はこれから。調査の委託事業の入札が６月末頃から募集・実施予定。 

今年度中に調査。来年度以降に耐震診断等実施 活用計画の検討。 

⇒今後も動きを注視し、委員会内で確認していく。 

 

（２）委員会 活動レポート作成と公式サイト・Facebook 公開運用について 

委員会ニュースレター・アーカイブ作成 

 ニュースレター次号は年明け前後より動き始める予定。内容の収集およびひな型テンプレートの模索を

今後していく。（小笠原副委員長、大西副委員長） 

 

（３）まちづくり活動について 

☆ビデオ会議システムの活用等、リアルタイム＆ストック配信：インタビュー活動等 

旧三福不動産（かやぶき民家等）、太平洋不動産（二ノ宮駅前店舗（パン屋））、泰有社など 

おもしろい活動をしている不動産屋とコンタクトをとって話してみる（寺本、小笠原） 

 エンジョイワークスへのインタビューに向けての今後の展開を小笠原副委員長にて整理した。 

 １．現場見学：小島委員中心に７月中旬頃設定し有志で実施を検討 エンジョイビレッジ 

 ２．会社訪問：８月頃イメージ 誰に訪問するか？ 企画の説明・インタビューの打診 

 ３．インタビュービデオ撮影：９月イメージ 旧村上邸希望 

 検討事項：成果品（インタビュービデオ）の活用方法、桔梗屋の PPP 事業への結び付け方 

⇒現場見学を委員有志・少人数で７月５日（月）に実施する。（寺本委員長、小笠原副委員長、小島委員） 

 

（４）その他 

□景まちメーリングの作成について 

 次回までに寺本委員長にてフォーマット案作成予定 

 

□日事連からの景観まちづくり活動の事例紹介依頼について 

 神事協の景観・まちづくりに関する活動についての紹介依頼があった。 

⇒紹介可能の旨、返信する。活動内容：指定勉強会やまちあるきのライブ・Web ハイブリット化検討中、

ブログ記事の紹介 

 

□その他 

 まちなみデザイン逗子賞：７点提出した作品のうち、１点まちなみデザイン逗子賞、１点実践スポ

ット認定（いずれも予定）との連絡が逗子市よりあった。所有者に同意が得られた場合に決定とな

る。 

 神事協の同好会について 大山講での設立の検討 

 

 次回日程 7 月 12 日（月）15 時～ Web 会議 

 



2021～2022 年度 第 2 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和３年７月１２日（月） 会 場 Web 会議 

出 席 者 

前担当副会長 小澤 勝美 

委 員 長 寺本  勉 

副 委 員 長 大沢   匠 ・岡崎  秀祐(欠) ・小笠原修司 ・杉本 勝郎・大西  智子(欠) 

委 員 平山 正義 ・根岸  光司 ・廿日出頼秀(欠) ・小島 紀雄 

      藤岡   裕 ・三橋   要(欠) ・稲葉   勉(欠) 

事 務 局 久保田千尋 

 

１．あいさつ 

 杉本副委員長 

 小澤前担当副会長 

 

２．各種報告 

 6 月 29 日理事会にて、新副会長 6 名が決定した。大和田副会長、山口英生副会長、杉本副会長、永

島副会長、山口雄副会長、小松副会長。 

 7 月 16 日理事会にて景観・まちづくり特別委員会の新担当副会長・新理事決定予定。 

 本会活動：今年度の地引網大会は中止となった。 

 全国大会：10 月 1 日熊本にて実施予定。 

 

３．議  題 

（１）景観整備機構になるための準備と業務について（各議事はチーフ G にて司会進行） 

①相模原市（チーフ G：寺本、小島） 

 7 月 29 日に相模原市と意見交換会を実施予定。ZOOM 会議。寺本委員長、杉本副委員長参加予定。 

 委員は相模原ファンファンファンサイトを引き続き確認し、気づいた点や掲載画像などの整理のア

イディア、その他(景観資源の発掘として)について、次回委員会に持ち寄る。 

 

 □景観整備機構に関する業務報告等の提出について 

 歴史的建造物の調査内容の追加。 

 ホームページの内容追加については、今週中に寺本委員長より追加予定。 

 そのほか文言の追加およびとりまとめを杉本副委員長にて行い、修正提出する予定。 

 

□景観整備機構専門家登録名簿について（杉本、大沢、岡崎、平山） 

【登録対象者について】 

 2011 年からこれまでの勉強会・まちあるき参加者 101 名のうち、現在も会員かつ 3 回以上参加者を

抽出。まずはその 30 名に向け名簿登録の打診をするのはどうかとの提案が、平山委員より出された。 

（意見等） 

 ある程度興味を持ったメンバーより登録を開始し、徐々に増やしていくとよいのではないか。 

 過去 10 年の参加履歴より抽出しているので、10 年前に 3 回参加者も一定数含まれている。古くに 3

回参加したひとよりも、直近 2 回以上参加のひとのほうが、景観への興味が持続しているのではな

いか。 

⇒直近 5 回ほどで１～2 回参加者も打診候補に入れることとする。 

 講習実施の段階で「登録予定」の旨明記しており、規定や参加回数については言及していない。参

加者全員に声がけしないとクレームが来るのでは。→選考基準を明確にする。 

 

【登録申請書類について】 

 平山委員にて作成した申請書類（案）が提示された。1.登録申請書 2.対応業務一覧 

 対応業務一覧記載案：景観重要建物調査診断に関すること、建物再生計画の策定に関すること、街

並み景観等に関すること、維持管理費・修繕に関すること 

（意見等） 

 2.の項目として、実績の記載の追加はどうか。 緑地協定 景観協定 建築協定 地区計画 等立案

作成、公園 公共建築 景観の学会 まちづくり審査委員 等関わり 

 実績だけではなく、「興味がある」の項目を追記するのはどうか。 



 登録の段階では興味のあるものをまず聞き、登録後、必要な場合に実績のあるものの確認を行うの

もよいのではないか。 

 今後の講習会に○回参加すれば登録可能等、リカバリーできる項目を追記するのはどうか。→文章

を追記したものを作成し、委員にて添削を行う。 

 選考基準を満たすための勉強会を１回追加開催し、参加してもらうのはどうか。 修了テスト実施

等ハードルを設ける等の検討。 

 

  ⇒ 

 まずは申請書を整え運用を開始し、変更の必要が生じたら来年以降、要綱改正も含め検討していく。 

 景観整備機構 別の市町村での指定の実現を目指す 

 

 □有志による藤野景観ツアーについて 

 大沢副委員長よりツアー案の説明 

 10 月 15 日（金）～16 日（土） 

 景観・まちづくり特別委員と相模原市・藤野・八王子関係者等の参加予定 

 1 日目：桐花園 2 日目：和田集落、諏訪神社 エゾの樹、重文石井家住宅 ほか 芸術家村構想 

 引き続き詳細の組み立てを行う。 

 

（２）まちづくり活動について 

☆ビデオ会議システムの活用等、リアルタイム＆ストック配信：インタビュー活動等 

旧三福不動産（かやぶき民家等）、太平洋不動産（二ノ宮駅前店舗（パン屋））、泰有社など 

おもしろい活動をしている不動産屋とコンタクトをとって話してみる（寺本、小笠原） 

 エンジョイワークス 葉山の建物 エンジョイビレッジ 7 棟の見学を、寺本委員長、小笠原副委員

長、藤岡委員、小島委員で実施した。 

 簡素化した戸建て版コーポラティブ 分譲 

 小島委員作成 見学時の資料および地図については、委員会後、委員へ共有する。 

 見学参加の委員は、小笠原副委員長へ、所見や感想をテキスト送付する。 

 今後の動き：①インタビュー内容の整理 ②エンジョイワークスにコンタクトをとる 

企画の仕方 景観・まちづくりとしての取り組み 建物の維持管理 

 次回委員会にて、整理したインタビュー内容を確認する。 

 

（４）その他 

□景まちメーリングの作成について 

 フォーマット案を寺本委員長で作成中。次回委員会にて提示予定。 

 

□その他 

 日事連提出 景観・まちづくり特別委員会活動事例紹介について：日事連にてどのようにまとめる

か、検討中。 

 UDC 都市づくりと景観行政講習会の紹介 

 同好会設立について 

 

 次回委員会 8 月 16 日（月）15 時～Web 会議 

 

 



2021～2022 年度 第 3 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和３年８月１６日（月） 会 場 Web 会議 

出 席 者 

担当副会長 杉本  勝郎 ・ 山口 英生（補佐） 

委 員 長 寺本   勉 

副 委 員 長 大西  智子 ・ 大沢    匠(欠) ・ 岡崎  秀祐 ・ 小笠原修司  

委 員 小澤 勝美(欠) ・ 根岸 光司 ・ 平山 正義 ・ 廿日出頼秀(欠) 

      小島 紀雄 ・ 藤岡  裕 ・ 三橋  要(欠) ・ 稲葉  勉 

事 務 局 久保田千尋 

 

１．あいさつ 

・ 杉本担当副会長 

・ 山口担当副会長補佐 

 

２．各種報告 

・ ７月 16 日理事会報告 

・ 今年度～来年度景観・まちづくり特別委員会の委員名簿は、8 月中の提出を求められており、8 月中

に一度名簿を提出する旨、寺本委員長より説明がなされた。また、追加の委員希望者がいる場合は、

寺本委員長へ連絡するよう、委員へ求められた。 

・ 10 月 1 日全国大会（熊本） 9 月 30 日青年話創会 実施予定 

 

３．議  題 

（１）委員会規程の改定について 

・ 景観・まちづくり特別委員会規程について、定款施行細則と矛盾の生じている内容について、（案）

の内容にて理事会へ改定を上程することとなった。 

・ 変更箇所：特別委員会委員委嘱について 定款施行細則第１６条第３項に基づくこととする。 

 

（２）景観整備機構になるための準備と業務について（各議事はチーフ G にて司会進行） 

①相模原市（チーフ G：寺本、小島） 

・ 7 月 29 日 Web 会議にて相模原市との意見交換会を実施した。 

・ コロナ禍により、相模原市では新たな活動が難しい状況。 

・ 前回からの検討事項：図書館での普及啓発活動の検討（QRコード印刷したしおりの配布 アンケー

ト実施、景観スポット 地図にシール添付）、Web サイトやラジオ、ケーブルテレビ、SNS での情

報発信検討。委員会活動状況の報告。相模原市の活動紹介。 

・ まちなみウォッチングは、実施可能な状況の場合に来年 1 月以降実施にて検討している。 

・ 次回 10 月 25 日または 27 日実施予定。 

→次回委員会にて参加者を調整する。平山委員参加可能な 10 月 27 日午前希望の旨、日程調整時に

依頼する。 

・ 杉本担当副会長より委員へ、次回以降の意見交換会への参加を求められた。 

 

 □景観整備機構に関する業務報告等の提出について 

・ 報告書の修正を作成中 

 

□景観整備機構専門家登録名簿について（杉本、大沢、岡崎、平山） 

・ 平山委員にて作成のたたき台（案内文、名簿の考え方、申請書フォーマット）をもとに、担当者に

てまとめ作業をすすめる。 

・ 名簿の活用について：景観まちづくりに関する専門家、活動内容 

・ 専門家個人としての登録を軸に検討する。個人の所属として、事務所登録。個人の登録が問題ない

かは、要確認。 

・ 事業想定：無償または有償。景観整備機構で実施の内容等。行政との協働事業等。 

（名簿の活用に関する意見） 

・ 行政への新たな活動の提案。行政とのつながりからの活動の模索。 

・ 団体だからこそ可能な活動の実施。 

・ 他会では景観整備機構の活動に関する名簿を作っているのか。確認できるとよいのでは。 



→日事連の景観・まちづくり委員である小澤委員に寺本委員長より確認する。 

・ 人手不足の解消。地元の人材による活動実施。 

・ 登録申請書について、委員会にてこれまで行ってきたことや現在進行中の内容の掲載を行い、興味

のある内容に印をつけてもらうのはどうか。 

・ 経歴、得意ジャンルの記載欄（100 字等）を作る。 

・ 専門家が組織されているということが成果となる。応援する組織として設立との考え。 

・ キャリアアップのステップとして定量化していくことは良い。昔ある行政の省エネ相談員に登録し

活動していたが、行政の担当が変わるなどのタイミングで当初の活動がなくなっていった。そのよ

うにならないように、うまく行政と盛り立てていけると良い。 

 

□有志による藤野景観資源ツアーについて 

・ 予定の再確認。可能な場合は、相模原周辺の行政担当者参加予定。 

・ キックオフとして、八王子周辺のフィールドワークも検討中。 

 

（３）委員会 活動レポート作成と公式サイト・Facebook 公開運用について 

□委員会ニュースレター・アーカイブ作成 

・ 次回以降詳細を検討予定 

 

（４）まちづくり活動について 

□旧三福不動産（かやぶき民家等）、太平洋不動産（二ノ宮駅前店舗（パン屋））、泰有社など 

おもしろい活動をしている不動産屋とコンタクトをとって話してみる（寺本、小笠原） 

・ エンジョイワークスへのインタビュー内容について、小笠原副委員長にて作成した質問集（案）を

もとに、委員の追加した質問（案）が提示された。 

・ 1.仕事全般について 2.旧村上邸について 3.その他文化的価値のある建造物の保存・再生事業につ

いて 4.エンジョイヴィレッジについて 5.空き家・空きビル再生事業について 6.その他 

・ 事業の中でまちづくり活動を実施している。質問内容をブラッシュアップし、適切な質問にすべく

精査する。 

（質問事項のアイディア等） 

・ 「みんなで一緒にまちづくりを」という目標に対してぶれずに活動し、成長している。 

・ 情報・人・アイディア・資金の集積能力に長けている。委員会に取り込んでいきたい。 

・ まちづくりとしての共通点を中心に質問する。先方にとっても話したい内容を引き出せる内容 

・ 空き家については、建築からのアプローチ方法が少ないのでは。不動産との協働が必要なのでは。

まちづくりの観点で、空き家についてアプローチができるのではないか。 

・ 不動産と建築のかかわりでのまちづくり ひとを育てる 空き家：事業が多岐にわたるので、切り

口の整理・簡素化が必要 

・ 空き家再生プロデューサー育成プログラムに参加したが、システムがしっかりできている。プログ

ラムをクリアすると、次のステップへ進める。専門家以外でも楽しめる内容だった。 

・ お互いに得るもののあるインタビューとしたい。 例：法定団体に求めるものを聞く。 

・ エンジョイワークス（民間）にできる/できないこと 神事協（団体）にできる/できないこと を明

確にした上でインタビューを行う。 双方の得意分野での協働を見据えた事前調査 

・ 不動産会社と建築家の視点の相違 組織の相違による考え方の違い 維持管理の視点の有無 

⇒次回までに精査し、引き続き検討する。要点を小笠原副委員長にて整理する。 

 

（５）その他 

次回委員会：９月１３日（月）１５時～Web 会議 

 

以上 

 

 



2021～2022 年度 第 4 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和３年９月１３日（月） 会 場 Web 会議 

出 席 者 

担当副会長 杉本  勝郎 ・ 山口 英生（補佐） 

委 員 長 寺本   勉 

副 委 員 長 大西  智子 ・ 大沢    匠 ・ 岡崎  秀祐 ・ 小笠原修司(欠) 

委 員 小澤 勝美 ・ 根岸 光司(欠) ・ 平山 正義 ・ 廿日出頼秀(欠) 

      小島 紀雄 ・ 藤岡  裕 ・ 三橋  要(欠) ・ 稲葉  勉(欠) 

事 務 局 久保田千尋 

 

１．あいさつ 

 杉本担当副会長 

 山口担当副会長 

 大西副委員長 

 

２．各種報告 

 全国大会は中止となった。 

 9 月 17 日 理事会・合同役員会開催予定。合同役員会は全委員参加の会。 

 理事会にて景観・まちづくり特別委員名簿を提出予定。委員会の参加について支部へ了承を得てい

ない場合は、了承を得るよう委員に求められた。また、名簿の記載内容に誤りがあれば、事務局へ

連絡するよう依頼された。 

 景観・まちづくり特別委員会規程の改定案も理事会上程予定。 

 

３．議  題 

（１）景観・まちづくりに関する活動内容の紹介について（日事連より依頼） 

 内容について小澤日事連景まち委員より説明。 

 日事連 景観・まちづくり専門委員会にて冊子作成を検討中。日事連・JIA・士会 3 会ワーキングで

まとめたまちづくり事例と、各単位会 1 つほど事例を出して頂いた内容にて作成予定。その事例を

募集するための依頼である。 

 寺本委員長にて回答をまとめ、提出することとする。 

 

（２）景観整備機構になるための準備と業務について（各議事はチーフ G にて司会進行） 

 

①相模原市（チーフ G：寺本、小島） 

□景観整備機構に関する業務報告等の提出について 

 修正作業中 

 

□景観整備機構専門家登録名簿について（杉本、大沢、岡崎、平山） 

 3 回以上参加者 30 名に 2021 年勉強会参加者 10 名を加えた 40 名にて募集を開始する予定で進めて

いる。 

 今後の進行については、担当にてワーキンググループを行い決定する予定。 

 協働事業等の実施にて名簿活用を想定。 

 

□有志による藤野景観資源ツアーについて 

 10 月 15 日～16 日予定。最新版企画書が大沢副委員長より提示された。 

 直近になったら大沢副委員長より参加者へ詳細を送付予定。 

 

②伊勢原市（協働事業３年目） 進捗確認（チーフ G：寺本、岡崎） 

 来年度の活動を見据え、コロナウイルスの状況を見つつ再検討予定。 

 

③藤沢市 （藤沢市との連携） 進捗確認（チーフ G：小笠原、藤岡、岡崎） 

④湯河原町の景観整備機構指定 進捗確認（チーフ G：稲葉、平山） 

 

 



 

（３）委員会 活動レポート作成と公式サイト・Facebook 公開運用について 

 

□委員会ニュースレター・アーカイブ作成（小笠原、大西） 

 次号については専門家登録名簿の出来た段階で発行できるよう調整する。 

 年度末前に 1 回発行を目標にする。 

 

（４）まちづくり活動について 

☆ビデオ会議システムの活用等、リアルタイム＆ストック配信：インタビュー活動等 

 

□旧三福不動産（かやぶき民家等）、太平洋不動産（二ノ宮駅前店舗（パン屋））、泰有社など 

おもしろい活動をしている不動産屋とコンタクトをとって話してみる（寺本、小笠原） 

 小笠原副委員長にてまとめた資料の紹介。（以下内容） 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

前回の議論から質問事項整理の方向性 

 

①テーマの絞り込み 

・まちづくりの観点に絞り込む 

・空き家の利活用について→相模原支部の協働事業案も参考に 

・旧村上邸等文化財の利活用について→桔梗屋の運営方法を見据えて 

   Etc. 

 

②当委員会(or 神事協)との協働を見据えて 

・当方のセリングポイント(何ができるか)を整理する。 

   Ex.色々な人材がいる。伝統建築、まちづくり、再開発、構造、施工 etc. 

各エリア(支部)に人材がいる。 

→専門家登録名簿にも関連 

               

・エンジョイワークスに何を求めるか整理する。 

   Ex.空き家利活用システムのノウハウ 

       ファンディングの方法 

       維持管理のノウハウ etc.       

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

（資料を確認した所見） 

 旧村上邸について、施設は整っているが、法律上の制限があり活用しきれていない。活用の苦労話

をお聞きしたい。 

 

⇒次回以降詳細を議論していく。 

 

（５）その他 

 

次回委員会 10 月 12 日（火）15 時～ 

次回以降  11 月 15 日（月）15 時～、※12 月 14 日（火）15 時～ ※日程変更 

1 月 17 日（月）15 時～ 

 

以上 

 

 



2021～2022 年度 第 5 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和３年１０月１２日（火） 会 場 Web 会議 

出 席 者 

担当副会長 杉本  勝郎(欠) ・ 山口 英生（補佐） 

委 員 長 寺本   勉 

副 委 員 長 大西  智子 ・ 大沢    匠 ・ 岡崎  秀祐 ・ 小笠原修司  

委 員 小澤 勝美(欠) ・ 根岸 光司 ・ 平山 正義 ・ 廿日出頼秀 

      小島 紀雄 ・ 藤岡  裕(欠) ・ 三橋  要(欠) ・ 稲葉  勉(欠) 

事 務 局 久保田千尋 

 

１．あいさつ 

 山口担当副会長（補佐） 

 

２．各種報告 

 9/17 理事会にて、景観・まちづくり特別委員会規程の改定が承認された。 

 9/17 合同役員会にて、委員会活動方針の報告を寺本委員長より行った。 

 

３．議  題 

（１）正副委員長の互選について 

 現在のまま継続する。 

 

（２）景観整備機構になるための準備と業務について（各議事はチーフ G にて司会進行） 

①相模原市（チーフ G：寺本、小島） 

 10/27 相模原市との意見交換会開催予定。杉本副会長、山口副会長、寺本委員長、平山委員、磯部事

務局長参加予定。 

 意見交換会にて話題としたい内容があれば、寺本委員長まで連絡するよう依頼された。 

 

 □景観整備機構に関する業務報告等の提出について 

 10/27 意見交換会までに修正を提出する。 

 

□景観整備機構専門家登録名簿について（杉本、大沢、岡崎、平山） 

 担当でのワーキングを実施予定。 

 

 □有志による藤野景観ツアーについて 

 当日の行程を再確認した。 

 

（３）委員会 活動レポート作成と公式サイト・Facebook 公開運用について 

□委員会ニュースレター・アーカイブ作成（小笠原、大西） 

 年内頃までに構想を作成、年明けに内容整理、2 月～3 月頃発行想定。 

 各記事に委員の担当を付け、担当より原稿を集め、作成予定。 

 

（４）まちづくり活動について 

□旧三福不動産（かやぶき民家等）、太平洋不動産（二ノ宮駅前店舗（パン屋））、泰有社など 

おもしろい活動をしている不動産屋とコンタクトをとって話してみる（寺本、小笠原） 

 前回委員会にて小笠原副委員長より示された資料の情報をもとに、小笠原副委員長より一度エンジ

ョイワークスとコンタクトをとる。寺本委員長、小笠原副委員長、大沢副委員長、小島委員参加予

定。 

 

（５）その他 

 □令和４年度予算要求案について 

 令和４年度予算案については、担当の大西副委員長、小笠原副委員長にて 10 月末頃までに素案を作

成する。素案が出来たら担当副会長・委員長にて確認し、11 月委員会にて全委員へ確認する。 

 項目については、今年度の内容をベースにするとともに、委員会活動方針を参照する。 

 



 

□景まちメーリングの作成について 

 年内迄を目途に配信内容を寺本委員長にて準備する。 

 

 □同好会活動について 

 12 月 10 日・11 日実施予定の大山講について 

 

□その他 

次回委員会 11 月 15 日（月）15 時～ 

次回以降 12 月 14 日（火）15 時～、1 月 17 日（月）15 時～ 

 

以上 

 



2021～2022 年度 第 6 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和３年１１月１５日（月） 会 場 Web 会議 

出 席 者 

担当副会長 杉本  勝郎 ・ 山口 英生（補佐）(欠) 

委 員 長 寺本   勉 

副 委 員 長 大西  智子(欠) ・ 大沢    匠 ・ 岡崎  秀祐 ・ 小笠原修司  

委 員 小澤 勝美 ・ 根岸 光司 ・ 平山 正義 ・ 廿日出頼秀(欠) 

      小島 紀雄 ・ 藤岡  裕・ 三橋  要(欠) ・ 稲葉  勉 

事 務 局 久保田千尋 

 

１．あいさつ 

 杉本担当副会長 

 

２．各種報告 

 

３．議  題 

（１）令和４年度・事業計画案および予算要求案の策定について 

 令和４年度予算要求（案）を小笠原副委員長にて作成し、内容を確認した。 

 今年度要求した内容に、ニュースレター印刷費を追加している。 

⇒作成された（案）にて適宜調整を行い、提出することとする。 

 

 まちあるき等でワイヤレス機材等の導入を検討しているが、他委員会でも使用の可能性が高いため、

会での購入の方向性で検討し、委員会予算には含めない。 

 

（２）景観整備機構になるための準備と業務について（各議事はチーフ G にて司会進行） 

相模原市（チーフ G：寺本、小島） 

 

□有志による藤野景観ツアー 

 実施結果・レポートの報告：大沢副委員長、平山委員、小笠原副委員長 

 レポートについては、景まち委員会ブログへ掲載する予定。また、見学に協力頂いた桐花園へも内

容をまとめ提出予定。また、景観整備機構の研究成果として取り込む。 

 沢井地区については、この情報をもとに今後も取り扱っていく。（歴史的建造物（ヘリテージ）に関

する調査研究） 

 

 □市との意見交換会実施結果 

 10 月 27 日相模原市と意見交換会を実施した。会議録（案）の確認。 

 相模原市では、図書館での景観に関する普及啓発活動を町田市と共同で実施しているとのこと。図

書館で展示会等を実施。前回打合せで提案した「しおり」については、町田市の景観クイズを厚紙

に印刷し、展示コーナーに設置したとのこと。 

 意見交換にて、この流れでアンケートの実施が出来たらよいのではとなった。→アンケート内容は、

年明け頃までに検討が必要。 

 相模原市で実施した企画のちらし・しおりデータを、相模原市より参考として頂いた。 

 J:COM「ぞっこん！相模原」で放送する内容について、提案を求められた。使用可能時間は 4 分間。

4～5 月放送分での実施予定なので、年明け頃には内容検討が必要。 

 放送要件：市内の観光スポットや施設の紹介であること、取材先（場所、人など）があること、特

定の施設や店舗の利益に繋がるような内容でないこと 

 景観形成重点地区「市役所前さくら通り地区」のゴミ置場については、横浜関内地区の取組みにつ

いて、情報提供した。 

 

＜J:COM「ぞっこん！相模原」で放送する内容の検討＞ 

 石井家住宅 八景（はけ）の棚 城山湖 さくら通り地区ゴミ置き場 ビュースポット ダムと景

観 水 水源かん養林 緑道 相模川 観光 

 

 



 

＜図書館での普及啓発活動にて実施するアンケート内容の検討＞ 

 市民からの景観資源情報の収集 

 アンケートを入力してくれるような楽しいアイディア。 

 結果をサイトで表示するなど、回答者のインセンティブを用意する。 

 クイズ形式 子どもでも楽しめる内容 属性のわかる内容 ワークショップ 

（今後の活動アイディア） 

 景観検索サイト 

 

 □景観整備機構に関する業務報告等の提出について 

 修正した報告書を提出した。 

 

 □相談窓口の設置＋景まちサイト運用状況 

 昨年度追加した景まち HP ブログの内容について報告された。 

 

□景観整備機構専門家登録名簿について（杉本、大沢、岡崎、平山） 

 令和４年４月からのスタートを目標に進めている。 

 これまでの勉強会等３回以上参加者+直近の勉強会参加者へ、まずは名簿掲載意思の確認を実施す

る。登録意思のある方へは、申請書類を渡し作成提出してもらう。得意分野や興味範囲も同時にア

ンケートをとり、専門家の細分化をする。 

 書類がそろったら、景観整備機構についての説明会を開催し、業務依頼をする予定。 

 1 月頃の申請開始を目標に進めていきたい。 

（申請書類案に関する意見） 

 実績を記載する項目があるが、実績のある事務所は少ないのではないか。 

→実績のあることの記載を、興味・関心のあることと書き換える。 

実績のある場合は別欄に書いてもらうこととする。 

 

（３）委員会 活動レポート作成と公式サイト・Facebook 公開運用について 

□委員会ニュースレター・アーカイブ作成（小笠原、大西） 

 ニュースレター原稿の担当者（案）が小笠原副委員長より示された。 

 1.相模原市景観整備機構としての活動：杉本担当副会長、2.景観整備機構専門家登録名簿の整備：平山

委員、3.有志による藤野景観資源ツアー：大沢副委員長、4.有志による大山講：根岸委員、5.エンジョ

イワークスへのインタビュー等：小笠原副委員長、6.前書き、後書き、総評等及びレイアウト：小笠原

副委員長、大西副委員長、寺本委員長 

 その他担当は都度決定する。 

 各担当者は記事の骨子案を年内で検討する。骨子案は１月委員会にて発表、内容調整を行う。 

 

（４）まちづくり活動について 

□旧三福不動産（かやぶき民家等）、太平洋不動産（二ノ宮駅前店舗（パン屋））、泰有社など 

おもしろい活動をしている不動産屋とコンタクトをとって話してみる（寺本、小笠原） 

 小笠原副委員長よりエンジョイワークスへコンタクトを取っている段階。 

 

（５）その他 

□景まちメーリングの作成について 

 来月以降検討する。活動内容の配信予定。 

 

□その他 

 まちなみデザイン逗子賞：委員が推薦したうち２点が認定された。表彰対象は所有者。 

12 月 5 日に開催予定の景観シンポジウムの案内があり、岡崎副委員長、小島委員参加予定。 

 伊勢原駅再開発について 

 （同好会より）大山講について 

 

 次回委員会 12 月 14 日（火）15 時～ 神事協会議室（および Web）にて 

 

 



2021～2022 年度 第 7 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和３年１２月１４日（火） 会 場 神事協会議室（Web） 

出 席 者 

担当副会長 杉本  勝郎(欠) ・ 山口 英生（補佐）(W) 

委 員 長 寺本   勉 

副 委 員 長 大西  智子 ・ 大沢    匠 ・ 岡崎  秀祐(W) ・ 小笠原修司  

委 員 小澤 勝美(W) ・ 根岸 光司(W) ・ 平山 正義(W) ・ 廿日出頼秀(W) 

      小島 紀雄 ・ 藤岡  裕(W) ・ 三橋  要(欠) ・ 稲葉  勉 

オブザーバー 青年部会運営委員長 横山 尊重 

事 務 局 久保田千尋 

 

１．あいさつ 

 山口担当副会長 

 横山青年部会運営委員長：各委員会の活動を知り、青年部会とコラボし、新たな活動に繋げていけ

ればと考えている。 

 

２．各種報告 

 

３．議  題 

（１）景観整備機構になるための準備と業務について（各議事はチーフ G にて司会進行） 

 

①相模原市（チーフ G：寺本、小島） 

 

 相模原市との意見交換会は、1 月 28 日実施予定。杉本担当副会長、山口担当副会長補佐、寺本委員

長参加予定。 

 そのほか参加したい委員については、参加を求められた。また、議題の内容にかかわりのある委員

は、委員長より参加依頼をする可能性あり。 

 詳細は次回委員会で議論予定。 

 

□景観整備機構専門家登録名簿について（杉本、大沢、岡崎、平山） 

 平山委員にて作成した書類案の確認 

 名簿掲載意思確認書類：当委員会のおもな活動を寺本委員長に追加記載してもらう。 

 登録申請書： 

・「景観整備機構等の業務対応登録者」に名称統一する。 

・登録建築士名を最初に書く。 

 対応業務一覧：できることおよび実績を記載してもらう。 

 名簿：注意事項として下記記載する。 

・この名簿は、景観整備機構等の業務対応を行う登録者名簿です。 

・この名簿は、当協会が作成しましたが、名簿掲載の事務所が業務を行うもので、協会が業務を行

うものではありません。 

・【対応業務】業務①：景観重要建物調査診断に関すること 

業務②：建物再生計画の策定に関すること 

業務③：街並み景観等に関すること 

業務④： その他に関すること 

 要綱については平山委員にて再度整合性を確認する。 

 4 月名簿掲載を目標にすすめていく。 

⇒平山委員と事務局で内容調整のうえ、委員へ案をかける。 

 

（２）委員会 活動レポート作成と公式サイト・Facebook 公開運用について 

 

①委員会ニュースレター・アーカイブ作成（小笠原、大西） 

 

 原稿担当の再確認と記事の依頼がされた。 １記事：300 字程度・写真 1 枚（目安） 

 原稿締切：12 月 31 日（金） 大西副委員長へ送付する 

 



 

 原稿担当： 大山講：稲葉委員 大山講山登り：平山委員 

相模原市景観整備機構 市との意見交換：杉本担当副会長 

藤野ツアー：大沢副委員長、平山委員（レポートより引用） 

まちなみデザイン逗子賞表彰式：小島委員 エンジョイワークスとの打ち合わせ：小笠原副委員長 

今年度振り返り：寺本委員長  

（保留）専門家登録名簿：平山委員 

 ３月末頃までの発行を目指し、相模原市景観整備機構の報告へも活用する。 

 

（３）まちづくり活動について 

☆ビデオ会議システムの活用等、リアルタイム＆ストック配信：インタビュー活動等 

 

①旧三福不動産（かやぶき民家等）、太平洋不動産（二ノ宮駅前店舗（パン屋））、泰有社など 

おもしろい活動をしている不動産屋とコンタクトをとって話してみる（寺本、小笠原） 

 

 12 月 2 日小笠原副委員長、大沢副委員長、小島委員とエンジョイワークス取締役松島様、長嶋様に

て打ち合わせを実施した。 

 内容：1.訪問の趣旨説明 2.委員会活動概要 ニュースレター内容・桔梗屋 3.エンジョイワークス

活動説明 クラウドファンディングほか 地元の方を集めたワークショップ 旧村上邸 小田急と

の大山についての協業プロジェクト 4.今後の進め方：勉強会の内諾を頂いた 

（打ち合わせ所感） 

 コミュニケーションがうまく、それにより事業の幅を広げている。 

 基本は不動産屋。古民家再生も実績あり。スケルトンハウスはワークショップからはじまり、住人

を集めている。新しい形の不動産屋。ファンドプロジェクトは、数年後大きな還元を出資者にしっ

かりしている。うまくプロジェクトが回っている。 

 不動産からの企画は、若い人に興味を持たれている内容。建築士の新築以外の仕事として、改修の

仕事は不動産とのかかわりは外せない。 

 ファンドは事前に需要を獲得したうえでプロジェクトを進めていける利点がある。エンジョイワー

クスにお話を伺いつつ、神事協と協働出来る内容を探れれば良い。 

 旧村上邸は、能舞台もある大邸宅。鎌倉市に寄贈された。指定管理団体としてエンジョイワークス

が管理している。貸し出して利用してもらうにあたり、リフォームが必要だったため、クラウドフ

ァンディングにて改修した。現在は企業の研修施設として利用されている。 

 大山講にも興味を持っていただいた。 

⇒内容を整理し、次回委員会で今後の展開を再度検討する。 

 

（４）その他 

□令和４年度・事業計画案および予算要求案の策定について 

 １１月委員会時に確認した予算要求案を再確認、提出予定。 

 まちあるき、勉強会等で使用する機材（映像用カメラ、音声用マイク、マイク・カメラのミキシン

グ機材・スイッチャー、ワイヤレスマイク等）の購入提案書を別途提出予定。他委員会でも使用で

きるため、委員会予算には含めない。寺本委員長にて作成する。 

→勉強会ほか、まちあるき実施時の同時配信に活用していきたい。 

 ドローンを協会で購入し、会員へ格安で貸出等出来るとよいのでは。→含めて提案する。 

 

□小田原市「ゆりかご園」の活用提案の依頼について（大沢副委員長） 

 福祉施設（児童養護施設）「ゆりかご園」について、大沢副委員長あてに相談があった。 

 江戸時代に建てられた木造の長屋門・ゆりかご会館が取り壊しの危機に瀕しており、地元が危機感

を抱いている。 

 建物保存については、建て替えに関する要望書を地元の自治会長等よりゆりかご園の理事会あてに

出されている。 

 建物保存をした形での福祉施設の設計が出来ないか、大沢副委員長あてに依頼が来ている。 

 建て替え目的や詳細は不明。 

⇒計画のキーマンに面会し、ヒアリングを寺本委員長、大沢副委員長、大西副委員長、平山委員で

実施する。 

要望書提出メンバーに県西支部会員と思われるかたがいるので、同行頂けないか打診する。 



 

□その他 

 12 月 10 日～11 日大山講の報告：根岸委員より 

 来年度の活動について：寺本委員長より 

他委員会との協働を検討している。各活動のみ参加する会員の受け皿を作りたい。 

 次回委員会 1 月 17 日（月） 15 時～ 神事協会議室にて参集（Web 会議） 

 



2021～2022 年度 第 8 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和４年１月１７日（月） 会 場 神事協会議室（Web） 

出 席 者 

担当副会長 杉本  勝郎(W) ・ 山口 英生（補佐）(W) 

委 員 長 寺本   勉 

副 委 員 長 大西  智子(W) ・ 大沢    匠(W) ・ 岡崎  秀祐(欠) ・ 小笠原修司(W)  

委 員 小澤 勝美(欠) ・ 根岸 光司(W) ・ 平山 正義 ・ 廿日出頼秀(欠) 

      小島 紀雄(欠) ・ 藤岡  裕(W) ・ 三橋  要(欠) ・ 稲葉  勉 

事 務 局 久保田千尋 

 

１．あいさつ  

 杉本担当副会長 

 山口担当副会長補佐 

 各委員 

 

２．各種報告 

 

３．議  題  

（１）景観整備機構 （各議事はチーフ G にて司会進行） 

❶相模原市（チーフ G：寺本、小島） 

□１月２８日相模原市との意見交換会 

 杉本担当副会長、寺本委員長（、可能な場合は平山委員）、磯部事務局長参加予定。 

 

□指定勉強会開催企画・日程の検討 

 今年度３月に実施検討。ZOOM 開催 会議室よりライブ配信／録画した内容の配信 検討。 

（講習会アイディア） 

 関内での講習例 グーグルアースでのまちあるきを実施。実際に歩くよりも情報が多く良かった。

→藤野ツアーをグーグルアースで再現してもよいのでは。 

 エンジョイワークスのビデオインタビュー収録の配信はどうか。 

 短時間 10～15 分×複数コンテンツでの構成 短編集 

 番組を作成するイメージでの構成 

 

⇒ 3 月 25 日（金）１７時～１９時実施 後日再配信も検討する 

景観整備機構について 相模原市の景観に寄与する建物紹介 グーグルアースまちあるき 

大山講 藤野ツアー紹介 桔梗屋 ほか 10 分×複数コンテンツ構成 

整備機構担当者にて次第素案を作成する。 

 

□景観整備機構専門家登録名簿 進捗（杉本、大沢、岡崎、平山） 

 要綱改正理事会上程案を総財務委員会に提出のところ、一部指摘があったので、指摘箇所を修正し

提出することとなった。 

 理事会で要綱改正が承認され次第、名簿登録希望者の募集をし、名簿の作成をする。４月１日名簿

公開を予定。 

 

□J:COM「ぞっこん！相模原」放送内容の検討 

 ４分ほどのテレビ枠。委員のアイディア出しを行った。 

 川・水源を追う！ツアー 

 ブラタモリ的な建築の視点 

 まちのうんちく・小話 持ちネタのあるひとの発掘 

 

（２）委員会 （活動レポート作成、NL・MM、公式サイト・Facebook 運用） 

❶委員会ニュースレター・アーカイブ作成（小笠原、大西） 

 大西副委員長より、進捗説明。 

 文字が多いので、記事枚数を増やし、写真を増やす。 

 ３月下旬までに完成予定 



 

❷メールマガジン 

 寺本委員長にて原稿作成をする。 

 

❸青年部会との協働 

 ５０歳未満の会員・所員の活動の場。今年度から、他委員会との協働を考えている。 

 ブロック支部委員会実施 新規開設「建築士事務所」講習会にて意見交換会を実施している。その

際に委員会活動等のアピールをしている。景まちの活動はアピールにマッチしている。 

 藤沢支部で講習会を検討しているので、委員会・青年部会と連携できる可能性がある。 

 

（３）まちづくり活動について 

☆ビデオ会議システムの活用等、リアルタイム＆ストック配信：インタビュー活動等 

❶不動産分野：エンジョイワークスインタビュー（寺本、小笠原） 

  旧三福不動産（かやぶき民家等）、太平洋不動産（二ノ宮駅前店舗（パン屋））、泰有社等 

 1 月 27 日 10 時～打ち合わせ予定。寺本委員長、小笠原副委員長、小島委員参加予定。 

 

❷小田原市「ゆりかご園」の活用提案の依頼について（大沢） 

 1 月 18 日 16 時～打ち合わせ予定。大沢副委員長より、打ち合わせ資料の説明。 

寺本委員長、大沢副委員長、大西副委員長、小島委員、平山委員参加予定。かながわヘリテージマ

ネージャー協会と庭園保全活用推進チーム湘南のかたと実施。 

 1 月 20 日 10 時～ゆりかご園説明会と見学会。 

 

（４）その他 

□WEB 会議・研修セミナー等の運用検討(ZOOM 等) 

 □その他 

１）委員会年間スケジュールの確認 

 寺本委員長作成の委員会年間スケジュールを確認した。 

 

２）令和 4 年度 単位会組織強化支援事業応募検討について 

 日事連より周知のあった内容を寺本委員長より説明。 

（意見） 

 ゆりかご園より作業依頼があれば、利用を考えても良いのでは。 

 他委員会と毛色の違う活動で申請すれば、通る可能性が高いのでは。 

 

⇒ 利用したい活動があれば、次回委員会をめどに担当者にて申請書素案を作成することとする。 

 

３）景観等を通じた良好な景観形成・まちづくり推進協議会からの送付書類 

 景観等を通じた良好な景観形成・まちづくり推進協議会から送付された書類の読み合わせ。 

 

 

次回委員会 2 月 14 日（月）15 時～ Web 会議 

 

 



2021～2022 年度 第 9 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和４年２月１４日（月） 会 場 Web 会議 

出 席 者 

担当副会長 杉本  勝郎 ・ 山口 英生（補佐） 

委 員 長 寺本   勉 

副 委 員 長 大西  智子 ・ 大沢    匠(欠) ・ 岡崎  秀祐 ・ 小笠原修司  

委 員 小澤 勝美 ・ 根岸 光司 ・ 平山 正義 ・ 廿日出頼秀(欠) 

      小島 紀雄 ・ 藤岡  裕 ・ 三橋  要(欠) ・ 稲葉  勉 

事 務 局 久保田千尋 

 

１．あいさつ  

 杉本担当副会長 

 

２．各種報告 

 

３．議  題    

（１）景観整備機構 （各議事はチーフ G にて司会進行） 

❶相模原市（チーフ G：寺本、小島） ※１／２８意見交換会結果報告 

□指定勉強会開催企画次第の確認 

 次第案が寺本委員長より示された。 

 「建物×不動産で活用する事例を学ぶ～みんなでいっしょにまちづくりを～」 

 司会：小笠原副委員長 開会挨拶：杉本担当副会長 景観整備機構について：岡崎副委員長 相模

原の建物等紹介：杉本担当副会長 藤野・高尾エリア：大沢副委員長中心、平山委員、藤岡委員 グ

ーグルアースまちあるき：寺本委員長 大山講と景観重点地区：大西副委員長 建築と不動産： エ

ンジョイワークス：小笠原副委員長、大沢副委員長 閉会挨拶：山口担当副会長補佐 

 各 15 分ほどのコンテンツ×7 つ 

 相模原市の景観に寄与する建築等紹介にて J:com ネタを含めることとする。 

 受講料 会員 1,500 円 会員外 2,000 円 定員 80 名 

 寺本委員長にて企画書、案内を作成する。 

 

□景観整備機構専門家登録名簿 進捗（杉本、大沢、岡崎、平山） 

 該当者に申請書類が発送された。委員は申込をするよう求められた。 

 登録者向けのオリエンテーションの実施をしたほうがよいのでは。日程は改めて調整する。 

 しごとのリストアップと役割分担の割り振り 委員がチームリーダーで動かす 

 

□J:COM「ぞっこん！相模原」放送内容の検討 

 市内のビュースポット紹介 ４月放映したい旨、連絡あり。２月中の調整、３月上旬撮影、３月下

旬編集。内容の多い場合は秋ごろも追加で放送可能。 川・水源 2～6 箇所候補をあげてほしいと

のこと。 

 紹介する内容アイディア 

ダム 取水口 湖の導水 川べりの昔の地区 鮎釣り 他地域のひとのおすすめ ぶな林 滝 稜

線 湖の下のかつての村 東海道自然歩道 今昔川景色 むかしの川遊び 山奥の沢・川 川を利

用した産業 鳥居・神社 船着き場 渡し 川と相模原のルーツ 学芸員の雑談 移住者のはなし 

⇒水に近いものから列挙し寺本委員長より打ち合わせで提案する。 

 

（２）委員会 （活動レポート作成、NL・MM、公式サイト・Facebook 運用） 

❶委員会ニュースレター・アーカイブ作成（小笠原、大西） 

 現在の進捗を大西副委員長より説明。 

 ページ数が増えているので、印刷配布とデータ表示を考える場合は、テンプレートの検討が必要。 

 

❷メールマガジン 

 指定勉強会の内容が固まり開催案内が出来たら、メール配信を行う。 

 

 



 

（３）まちづくり活動について 

☆ビデオ会議システムの活用等、リアルタイム＆ストック配信：インタビュー活動等 

❶不動産分野：エンジョイワークスインタビュー（寺本、小笠原） 

  旧三福不動産（かやぶき民家等）、太平洋不動産（二ノ宮駅前店舗（パン屋））、泰有社等 

 エンジョイワークスと 1 月 27 日に打ち合わせを実施した。 

 趣旨の説明、建築・不動産の協働の検討、勉強会の検討、景観整備機構について 

 2 月 28 日（月）14 時～景まち委員向けの Web 研修会を実施。内容については小笠原副委員長より

問い合わせ調整予定。 

 

（４）その他 

 □2022 年度 講習内容の年間スケジュール 作成  

 業務支援委員会より依頼があった。 概要、分野の記載 

 まちあるきをこれまで通り実施するか、委員が行った内容を撮影し放映するか。 

→例年と時期をずらし通常通り実施する方向で記載する。 

 まちあるき２回、研修会１回、勉強会１回の内容で寺本委員長にて作成し、提出する。 

 

□令和 4 年度 単位会組織強化支援事業応募検討 

 専門家認定の講習とカード発行について、寺本委員長にて申請する。 

 

□伊勢原市まちづくり審議会 

 寺本委員長参加。寺本委員長より報告。 

 

 □その他 

 直近のスケジュールの再確認 

 

 次回委員会 ３月１５日（火）１４時～Web 会議 

 

 



2021～2022 年度 第 10 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和４年３月１５日（火） 会 場 Web 会議 

出 席 者 

担当副会長 杉本  勝郎 ・ 山口 英生（補佐）(欠) 

委 員 長 寺本   勉 

副 委 員 長 大西  智子 ・ 大沢    匠 ・ 岡崎  秀祐 ・ 小笠原修司  

委 員 小澤 勝美 ・ 根岸 光司 ・ 平山 正義(欠) ・ 廿日出頼秀(欠) 

      小島 紀雄 ・ 藤岡  裕 ・ 三橋  要(欠) ・ 稲葉  勉 

事 務 局 久保田千尋 

 

１．あいさつ  

 杉本担当副会長 

 

２．各種報告  

 令和４年度単位会組織強化支援事業については寺本委員長にて記載し、日事連へ提出された。 

 日事連の景観・まちづくり特別委員会で景観レビューの冊子を作成中。 

 

３．議  題    

（１）景観整備機構 （各議事はチーフ G にて司会進行） 

❶相模原市（チーフ G：寺本、小島）  

□指定勉強会開催当日までの最終確認 

 現在の準備状況の確認 

 当日１６時よりリハーサルを実施する。 

 担当者は、３月２２日までに資料を寺本委員長および事務局へ送付する。内容確認後、当日資料および

配布方法を検討する。（ブログ掲載または資料添付送付予定） 

 当日は寺本委員長が会場より参加し、委員はそれぞれの事務所より接続する。 

 委員に勉強会への申込ならびに周知を求められた。 

 

□景観整備機構専門家登録名簿 進捗（杉本、大沢、岡崎、平山） 

 提出された書類一式と作成された名簿が報告された。 

 

□J:COM「ぞっこん！相模原」進捗・放送内容（寺本） 

 放送が８～９月頃へ延期になった旨、報告された。 

 相模原市に提出されたテーマ案について報告された。 

 

②伊勢原市（協働事業３年目） 進捗確認（チーフ G：寺本、岡崎） 

 まちづくり審議会 寺本委員長が書面参加した 

 

（２）委員会 （活動レポート作成、NL・MM、公式サイト・Facebook 運用） 

❶委員会ニュースレター・アーカイブ作成（小笠原、大西） 

 来月完成に向け編集中。完成原稿は、相模原市景観整備機構の報告書にも添付予定。 

 

（３）まちづくり活動について 

☆ビデオ会議システムの活用等、リアルタイム＆ストック配信：インタビュー活動等 

❶不動産分野：エンジョイワークスインタビュー結果報告（寺本、小笠原） 

 旧三福不動産（かやぶき民家等）、太平洋不動産（二ノ宮駅前店舗（パン屋））、泰有社等 

 ２月２８日にインタビューを実施した。収録した映像を寺本委員長にて編集し、３月２５日勉強会にて

放映予定。 

 内容：エンジョイワークス概要と具体例、リノベーション、人材育成、エリアマネジメント、新しい不

動産業について 

 エンジョイワークスとの新たな企画を今後計画予定。 

 

❷小田原市「ゆりかご園」の進捗について（大沢） 

 住民説明会に参加。今後の展開については検討中。 



 

（４）その他 

  

次回委員会 ４月１９日（火）１５時～ 

 



2021～2022 年度 第 11 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和４年４月１９日（火） 会 場 Web 会議 

出 席 者 

担当副会長 杉本  勝郎 ・ 山口 英生（補佐） 

委 員 長 寺本   勉 

副 委 員 長 大西  智子 ・ 大沢    匠(欠) ・ 岡崎  秀祐 ・ 小笠原修司  

委 員 小澤 勝美 ・ 根岸 光司 ・ 平山 正義 ・ 廿日出頼秀(欠) 

      小島 紀雄 ・ 藤岡  裕 ・ 三橋  要(欠) ・ 稲葉  勉(欠) 

事 務 局 久保田千尋 

 

１．あいさつ  

 杉本担当副会長 

 

２．各種報告  

 

３．議  題    

（１）景観整備機構 （各議事はチーフ G にて司会進行） 

❶相模原市（チーフ G：寺本、小島） 

□相模原市との意見交換会(午前)について 

 異動により担当者２名の変更があったため、これまでの実施内容の説明を行った。また、指定勉強会の

報告を行った。 

 図書館での景観に関する普及啓発活動 

町田市・相模原市で図書館同士のコラボ活動を行っており、景観に関することができればとの話題があ

った。 

しおりに QR コードを掲載しアンケートを実施したらどうかとの話がある。 

→アンケート項目は次回委員会で検討していく。 

回答者へプレゼントとしてブックカバーを配布したらどうかとの話がある。 

 ぞっこん相模原について 

8 月放映予定。 

候補：橋について（旧小倉橋・新小倉橋・桂橋）、坂について（田名ふれあい科学館、望地キャンプ場、

道保川公園）、はけ、やつぼ（望地、大島） 

ドローンの活用 

→企画案を寺本委員長にて作成し市へ送付予定 

 まちなみウォッチング開催方法について 

10 月～11 月の期間 町田市とのコラボが出来ないか。 

境川ゆっくりロード、南町田グランベリーパーク 

話が進んだら東京会町田支部へも、町田支部と交流のある相模原支部 杉本担当副会長よりお話しする。 

相模原市の隣接自治体とのコラボの可能性 

 景観形成重点地区市役所前さくら通り地区ゴミ置き場について 

市の関係部署で会合中。ゴミ置き場、路面の傷み、路上駐車 

 次回意見交換会は５月３０日実施予定 

 

□景観整備機構業務報告書等について 

 報告書・計画書全体のまとめ：杉本担当副会長 予算・決算：小笠原副委員長、大西副委員長 

 ５月委員会に（案）を出し、５月相模原市との意見交換会までに市へ送付する予定ですすめる。 

 まちなみウォッチングの新展開などと、啓発活動としてぞっこん相模原の内容を記載する。 

 

 □指定勉強会振り返り 

 周知期間が短いため、また、日程ならびに時間の設定により参加者が伸び悩んだ。 

 平日の行政の参加できる時間帯がよいのでは。 

 次回は１月末～2 月頃開催し、様子を見て次々回は 10 月、11 月頃等前倒しを検討する。時間は平日の

業務時間内。 

 

 



 

□景観整備機構専門家登録名簿 進捗（杉本、大沢、岡崎、平山） 

 １５名登録あり ホームページに名簿掲載された。登録者向けにオリエンテーションを計画する。 

 

②伊勢原市（協働事業３年目） 進捗確認（チーフ G：寺本、岡崎） 

 担当者が変更となった。折を見て新課長へ挨拶に行く予定。 

 

③藤沢市 （藤沢市との連携） 進捗確認（チーフ G：小笠原、藤岡、岡崎） 

 桔梗屋 ５月半ば頃耐震診断耐震補強の一般競争入札が実施される予定。 

 

（２）委員会 （活動レポート作成、NL・MM、公式サイト・Facebook 運用） 

❶委員会ニュースレター・アーカイブ作成（小笠原、大西） 

 大西副委員長作成の内容の確認。 

 ページ番号の入力、名称・発行号の記入、記事執筆者名の記載、誤字等の修正を行い、委員へ発信し校

正を行う。 

 景観整備機構報告等書類とともに提出を予定。 

 

（４）その他 

 □地域の景観関係情報 

 横浜市 都市デザイン横浜 展示会 

 横浜市公共建築 100 周年 横浜支部と JIA、士会と連携しイベント実施予定 

 

 

 □その他 

 ５月１７日（火）１５時～Web 会議 

 



2021～2022 年度 第 12 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和４年５月１７日（火） 会 場 Web 会議 

出 席 者 

担当副会長 杉本  勝郎 ・ 山口 英生（補佐） 

委 員 長 寺本   勉 

副 委 員 長 大西  智子(欠) ・ 大沢    匠 ・ 岡崎  秀祐 ・ 小笠原修司  

委 員 小澤 勝美 ・ 根岸 光司 ・ 平山 正義 ・ 廿日出頼秀(欠) 

      小島 紀雄 ・ 藤岡  裕(欠) ・ 三橋  要(欠) ・ 稲葉  勉 

事 務 局 久保田千尋 

 

１．あいさつ 

 杉本担当副会長 

 山口担当副会長補佐 

 

２．各種報告 

 ６月３日総会 

 

３．議  題    

（１）景観整備機構 （各議事はチーフ G にて司会進行） 

❶相模原市（チーフ G：寺本、小島） 

 □景観整備機構業務報告書等について 

 杉本担当副会長作成の R3 報告書、R4 計画書の確認。 

→R3 報告書研修会の開催については、エンジョイワークスの表記はぼかす。勉強会参加人数を確認 

する。 

 R4 計画書 歴史的建造物（ヘリテージ）に関する調査研究については、調査範囲を土木構造物や 

最近の建築物等にも視野を広げる旨、追記する。 

 小笠原副委員長作成の R4 予算書の確認。 →R4 計画書に記載の内容を反映し追記する。 

 

□景観整備機構専門家登録名簿 進捗（杉本、大沢、岡崎、平山） 

 オリエンテーションの企画を担当者にて検討する。 

 名簿掲載者のメーリングリストを作成し、情報発信ができるようにする。 

 

□景観重要建造物の選定について（企画案：大沢、杉本） 

  ※藤野フィールドワーク after  ※川・水源を追う！ 

 調査範囲を土木構造物や最近の建築物等にも視野を広げる。 

 

□J:COM「ぞっこん！相模原」進捗・放送内容（寺本） 

 来週頃企画案を J:COM へ連絡する必要がある。 

 リストアップされた候補地案の確認。 →現在の内容で J:COM へ投げかける。 

 

□図書館での普及啓発活動に係るアンケートの実施について 

アンケート内容の検討 アンケート項目案 

 残したい景色 

 昔あった素晴らしい景観 

 新しい景観 

 残したい森、木 

 空き家があった場合何にしてほしいか 

 世代別にアンケートをわける 

 

 ブックカバー、しおりのデザインを PDF でアンケート回答者へ提供することを検討している。 

 

□まちなみウォッチングについて 

 新しい形へシフトしていく予定。 

 



②伊勢原市（協働事業３年目） 進捗確認（チーフ G：寺本、岡崎） 

 新課長へ寺本委員長、岡崎副委員長、三橋委員にて挨拶に行く予定。 

 

③湯河原町の景観整備機構指定 進捗確認（チーフ G：稲葉、平山） 

 都市計画課の担当者が変更になった。寺本委員長、稲葉委員、平山委員にて挨拶に行く予定。 

 

（２）委員会 （活動レポート作成、NL・MM、公式サイト・Facebook 運用） 

❶委員会ニュースレター・アーカイブ作成（小笠原、大西） 

 大西副委員長作成の案の確認。 

 勉強会の写真を追加する。 

 表紙の「一緒に～」を改行し同じ行にする。 

 上記２点を修正し最終案とする。 

 印刷するかについては改めて検討する。 

 

（３）まちづくり活動について 

☆ビデオ会議システムの活用等、リアルタイム＆ストック配信：インタビュー活動等 

❶不動産分野：エンジョイワークスとの勉強会について（寺本、小笠原） 

  旧三福不動産（かやぶき民家等）、太平洋不動産（二ノ宮駅前店舗（パン屋））、泰有社等 

講習会の開催検討について 

 エンジョイワークスの話したい事、委員として話してほしいことを含めた講習会。 

 景観、不動産、実務、まちづくり ある程度集客の見込める講習会を目指す。 

講習内容案 

 エンジョイビレッジ 旧村上邸 PPP事業 クラウドファンディング 

 建築と不動産 

 新たな社会的テーマ 

 

 10～11月頃実施目標で計画する。 

 

❷小田原市「ゆりかご園」の進捗について（大沢） 

 長屋門、主屋を残せないかとゆりかご園へ要望している。見学会に委員数名が参加した。 

 長屋門は残すが、主屋は取り壊しの意向。陳情書が小田原市へ 6 月初旬に提出される予定。 

 陳情書に添付の賛同書に委員数名の名前を記載した。神事協の所属としての記載を先方から依頼さ

れたが、理事会等に確認の必要があることから、今回は見送り個人名で記載した。 

 神事協の名前を出し団体として活動ができれば、神事協の活動のアピールにもなる。 

 

（４）その他 

□WEB 会議・研修セミナー等の運用検討(ZOOM 等) 

 

 □その他 

日事連 景観・まちづくりの事例集作成に関する送付希望について 

 ２０冊寄贈に追加して有償で追加するかを検討し、追加依頼はしないこととした。 

 

 事例集掲載のかた数名に事例解説をして頂くのはどうか。ZOOM で収録、公開し、自治体へ周知す

ると良いのでは。冊子が届いたら、委員にて数件ピックアップする。 

 

 

 次回委員会 6 月 13 日（月）15 時～ 

 

 



2021～2022 年度 第 13 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和４年６月１３日（月） 会 場 Web 会議 

出 席 者 

担当副会長 杉本  勝郎 ・ 山口 英生（補佐）(欠) 

委 員 長 寺本   勉 

副 委 員 長 大西  智子 ・ 大沢    匠 ・ 岡崎  秀祐(欠) ・ 小笠原修司  

委 員 小澤 勝美 ・ 根岸 光司 ・ 平山 正義(欠) ・ 廿日出頼秀(欠) 

      小島 紀雄 ・ 藤岡  裕 ・ 三橋  要(欠) ・ 稲葉  勉 

事 務 局 久保田千尋 

 

１．あいさつ  

 杉本担当副会長 

 

２．各種報告 

 日事連補助金について、景まちの内容が採用された。今後進めていく。 

 理事会、統括委員長会報告 会員サポートセンターアンケート 

 9/15、9/16 賛助会フェアでまちあるき実施の相談がある。 

 

３．議  題    

（１）景観整備機構 （各議事はチーフ G にて司会進行） 

❶相模原市（チーフ G：寺本、小島） 

□５／３０景観整備機構の意見交換会報告 

 ぞっこん相模原放送内容について 案が示された。２回放送予定。橋、眺望  

 町田市と相模原市の図書館コラボについて 

 

□景観整備機構業務報告書等について 

 一度市へ提出されたことが報告された。追加資料については準備が出来次第提出する。 

 

□景観整備機構専門家登録名簿 進捗（杉本、大沢、岡崎、平山） 

 オリエンテーションを企画中 

 

②伊勢原市（協働事業３年目） 進捗確認（チーフ G：寺本、岡崎） 

 市へ挨拶に行く予定。 

 

③藤沢市 （藤沢市との連携） 進捗確認（チーフ G：小笠原、藤岡、岡崎） 

 進捗なし 

 

④湯河原町の景観整備機構指定 進捗確認（チーフ G：稲葉、平山） 

 寺本委員長、稲葉委員、平山委員、長谷川前県西支部長にて挨拶へ行く予定。 

 表敬訪問に際する提案について、検討した。 

・湯河原町のもう一つの川（新崎川）エリアの景観調査 温泉場とは違う魅力 

・湯河原の歴史的建造物めぐり 食事 まち歩きマップ作成 

・湯河原の美術館めぐり 陶芸、染め、ガラス等体験 まち歩きマップ作成 

・温泉やぐらをめぐるルート スタンプラリー 道、ベンチの整備 

 

（２）委員会 （活動レポート作成、NL・MM、公式サイト・Facebook 運用） 

❶委員会ニュースレター・アーカイブ作成（小笠原、大西） 

 データで見やすいよう A4 サイズで作成し直すこととする。 

 エンジョイワークス勉強会の画面の切り出しを可能なら貼り付ける。 

 

（３）まちづくり活動について 

☆ビデオ会議システムの活用等、リアルタイム＆ストック配信：インタビュー活動等 

❶不動産分野：エンジョイワークスとの勉強会について（寺本、小笠原） 

 旧三福不動産（かやぶき民家等）、太平洋不動産（二ノ宮駅前店舗（パン屋））、泰有社等 



 

 ７月頃検討 

 

❷小田原市「ゆりかご園」の進捗について（大沢） 

 門は残すが民家は残さないとの園の方針から、小田原市へ陳情書が提出されたが、採択されなかった。 

 

（４）その他 

 大山講同好会について 

 

次回委員会 7 月 12 日（火）15 時～ Web 会議、次々回 8 月 15 日（月）15 時～ 神事協会議室 

 



2021～2022 年度 第 14 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和４年７月１２日（火） 会 場 Web 会議 

出 席 者 

担当副会長 杉本  勝郎(欠)・ 山口 英生（補佐）(欠) 

委 員 長 寺本   勉 

副 委 員 長 大西  智子 ・ 大沢    匠 ・ 岡崎  秀祐 ・ 小笠原修司 (欠) 

委 員 小澤 勝美 ・ 根岸 光司 ・ 平山 正義 ・ 廿日出頼秀(欠) 

      小島 紀雄(欠) ・ 藤岡  裕 ・ 三橋  要(欠) ・ 稲葉  勉 

事 務 局 久保田千尋 

 

１．あいさつ 

 小澤委員 

 

２．各種報告 

 全国大会 熊本大会 9 月 30 日（金） 

 日事連補助金 横浜支部 持続可能な神奈川の住まい・まちづくりを考える セミナーについて 

 日事連 景観まちづくり活動事例集 冊子：寺本委員長にて委員会活動、個人の活動を執筆。全国

大会に間に合うよう制作中。 

 

３．議  題    

（１）景観整備機構 （各議事はチーフ G にて司会進行） 

❶相模原市（チーフ G：寺本、小島） 

□景観整備機構専門家登録名簿 企画・日事連事業 進捗（杉本、大沢、岡崎、平山） 

 杉本担当副会長作成のオリエンテーション案の確認。 

 まずはオリエンテーションを実施するべく、具体的な日程を決定する。 

 

日事連 単位会組織強化支援事業について 

 景観・まちづくり特別委員会より提出した事業が採択された。 

 指定講習・勉強会等の修了者への「景観まちづくりコーディネーター」（仮称）の認定とマニュアル

冊子・認定証（カード）の発行・配付の実施をすすめる。 

 次回指定勉強会までに完成目標。 

 【担当者】認定証（カード）デザイン：岡崎副委員長 マニュアル（紹介冊子）作成：次回検討 

 マニュアル（紹介冊子）記載内容の検討：整備機構の位置づけ 委員会でこれまでやってきたこと 

今後どのようなことをやるか 実績・事例集（国交省、日事連、神事協） 岡崎副委員長のスケッ

チ 

 次回以降引き続き検討する。 

 

□J:COM「ぞっこん！相模原」進捗（寺本） 

 J:COM より寺本委員長へ送られた、ぞっこん！相模原 構成の確認。 

 

②伊勢原市（協働事業３年目） 進捗確認（チーフ G：寺本、岡崎） ６／２２挨拶結果について 

 6 月 22 日伊勢原市へ挨拶に行った。 

 3 回目景観ビュースポットマップを進めていきたい旨、伝えた。 

 

③湯河原町の景観整備機構指定 進捗確認（チーフ G：稲葉、平山） ６／２８挨拶結果について 

 6 月 28 日湯河原市へ挨拶に行った。 

 内容：景観整備機構の説明、29 年度実施事業のその後 

→10 月 5 日次回打合せ。定期的に話し合いを持つことを話した。 

 町で手付かずの川端公園 幕山公園 使用用途の提案検討：9 月 14 日現地調査（寺本委員長、平山

委員、小澤委員、稲葉委員） 10 月 5 日打合せで現調結果の発表 次々回活用方法の意見交換 1

年後簡単なスケッチバース 

 景観整備機構専門家登録名簿登録者のうち、委員以外のひとを誘えないか。杉本担当副会長へ確認

する。 

 



 

（２）委員会 （活動レポート作成、NL・MM、公式サイト・Facebook 運用） 

❶委員会ニュースレター・アーカイブ作成（小笠原、大西） 

 A4 レイアウトを探し中。 

 

（３）まちづくり活動について 

☆ビデオ会議システムの活用等、リアルタイム＆ストック配信：インタビュー活動等 

❶神奈川県不動産コンサルティング協議会について（寺本） 

 不動産コンサルティング技能登録者の紹介 

 

（４）その他 

 大山講について 

 

 次回委員会 8 月 15 日（月）15 時～神事協会議室にて参集（Web 併用） 委員会終了後暑気払い 

 

 

 



2021～2022 年度 第 15 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和４年８月１５日（月） 会 場 Web 会議 

出 席 者 

担当副会長 杉本  勝郎(欠) ・ 山口 英生（補佐） 

委 員 長 寺本   勉 

副 委 員 長 大西  智子 ・ 大沢    匠(欠) ・ 岡崎  秀祐 ・ 小笠原修司(欠) 

委 員 小澤 勝美(欠) ・ 根岸 光司 ・ 平山 正義 ・ 廿日出頼秀 

      小島 紀雄 ・ 藤岡  裕 ・ 三橋  要(欠) ・ 稲葉  勉 

事 務 局 久保田千尋 

 

１．あいさつ  

 山口担当副会長補佐 

 

２．各種報告 

 

３．議  題    

（１）景観整備機構 （各議事はチーフ G にて司会進行） 

❶相模原市（チーフ G：寺本、小島） 

□景観整備機構業務報告書等について 

 収支の調整依頼があり、対応中。 

 

□景観整備機構専門家登録名簿 企画・日事連事業 進捗（杉本、大沢、岡崎、平山） 

 景観整備機構の紹介パンフレット案が岡崎副委員長より提示された。 

 構成案：景観整備機構とは、どんなことをするか、全国の指定数、事務所協会指定の紹介、活動状況、

他団体の活動、今後の展望 

⇒目次を作成し、差し込み情報を委員で補完する。 

 

□J:COM「ぞっこん！相模原」進捗（寺本） 

 監修した内容がぞっこん相模原 8 月分にて放送された。内容の確認。 

 メーリングで会員に周知予定。神事協 Twitter にも委員長にてアップ予定。 

 

□図書館での普及啓発活動に係るアンケートの実施について 

 図書館の展示企画で行うアンケートのフォーム作成について、相模原市より依頼が来ている。 

 神事協からの質問を 1，2 個加えたうえで対応する予定。 

 想定内容：１、利用した図書館（館名を選択）  ２、年代（選択）  ３、あなたの考えるよい景観とは

どのようなものですか。（選択・その他）  ４、町田市・相模原市でお気に入りの景観はどこですか。（選

択・その他）  ５、自由記述欄 

（意見等） 

 想定している問いが漠然としている。答えにくいのでは。町田市、相模原市だと範囲が広いのでは。 

 町田市、相模原市ならではのほかにない特徴を見つけられると良いのでは。町田市と相模原市の重なっ

たところについての特徴。 

 お気に入りの景観と、理由を書いてもらう。３と４をまとめる。 

⇒上記の内容を寺本委員長より相模原市へ投げかける。 

 

②伊勢原市（協働事業３年目） 進捗確認（チーフ G：寺本、岡崎） 

 まちづくり審議会に寺本委員長が参加した。資料の報告。 

 大山地区における地域景観資源登録について 景観計画改定の取り組み 

 

③湯河原町の景観整備機構指定 進捗確認（チーフ G：稲葉、平山） 

 活用方法を検討してほしいとの依頼があり、幕山公園、川端公園の図面を入手した。 

 図面等資料については、稲葉委員より委員へ共有する。 

 次回内容を整理し委員へはかる予定。 

 9 月 13 日（火）13 時～15 時作業を実施する。 

 



 

（２）委員会 （活動レポート作成、NL・MM、公式サイト・Facebook 運用） 

❶委員会ニュースレター・アーカイブ作成（小笠原、大西） 

 A4 に直して作成中 

 

（３）まちづくり活動について 

☆ビデオ会議システムの活用等、リアルタイム＆ストック配信：インタビュー活動等 

❶不動産分野：エンジョイワークスとの勉強会について（寺本、小笠原） 

 旧三福不動産（かやぶき民家等）、太平洋不動産（二ノ宮駅前店舗（パン屋））、泰有社等 

 エンジョイワークス勉強会を計画していたが、10 月開催は難しいとの回答があった。 

 エンジョイワークス以外の勉強会が出来ないか。 ADDress、トラスト 

 次回もネタだしを継続し、方向性を探る。 

 

❷神奈川県不動産コンサルティング協議会について（寺本） 

 9 月賛助会フェアで会長に顔出ししてもらうよう検討中。 

 

（４）その他 

 大磯町新庁舎について 

 大山講について 

 横浜支部 日事連採択のセミナー 9 月 27 日実施予定 

 

次回日程 9 月 13 日（火）15：00～委員会 13：00～15：00 湯河原作業（有志） 

※9 月 14 日（水）13：30～湯河原現地調査（有志） 湯河原駅集合 

 



2021～2022 年度 第 16 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和４年９月１３日（火） 会 場 Web 会議 

出 席 者 

担当副会長 杉本  勝郎 ・ 山口 英生（補佐） 

委 員 長 寺本   勉 

副 委 員 長 大西  智子 ・ 大沢    匠 ・ 岡崎  秀祐 ・ 小笠原修司  

委 員 小澤 勝美 ・ 根岸 光司 ・ 平山 正義 ・ 廿日出頼秀(欠) 

      小島 紀雄 ・ 藤岡  裕 ・ 三橋  要 ・ 稲葉  勉 

事 務 局 久保田千尋 

 

１．あいさつ  

 寺本委員長 

 

２．各種報告  

 賛助会フェアについて 

 日事連 景観・まちづくり専門委員会について、委員が小澤委員から寺本委員長へ変更となった。 

 サポートセンター（仮称）について 

 

３．議  題    

（１）景観整備機構 （各議事はチーフ G にて司会進行） 

❶相模原市（チーフ G：寺本、小島） 

□景観整備機構専門家登録名簿 企画・日事連事業 進捗（杉本、大沢、岡崎、平山） 

 名簿登録者へのオリエンテーリング、カード制作についてのスケジュールを杉本担当副会長に依頼

された。 

 委員以外の名簿登録者に、湯河原の作業に今後参加してもらうようオファーする。 

 

□図書館での普及啓発活動に係るアンケートの実施について 

 アンケートフォーム作成を寺本委員長にて行っている。一度作成した内容に修正依頼があり、内容

調整中。 

 

❷湯河原町の景観整備機構指定 進捗確認（チーフ G：稲葉、平山） 

 寺本委員長、平山委員、稲葉委員、三橋委員にて図面等を利用した作業を実施した。 

 幕山公園 川端公園 共通：水と緑のある細長い公園。特徴はあるが有効な使い方が見いだせてい

ない。活用方法について話した。 

 

 幕山公園：近くにロッククライミング名所あり。新崎川が近くに流れる。梅林があり、梅の時期に

はたくさんの人が訪れる。 

 川端公園：熱海の入り口。湯河原の端。入口に大きな看板あり。神奈川県が川への階段工事を実施。

道の駅として整備の計画があったが、実施なし。 

 

 □幕山公園提案検討について 

 グランピング、ロッククライミング等、スポーツメーカー企業とタイアップして拠点として利用す

る。地形・自然を生かす。 

 自然の手入れが行き届いていれば人が集まるのでは。斜面に季節の花を植え、一年中楽しめるよう

にする。 

 ロッククライミングを積極的に宣伝。 

 風景を楽しめる周辺整備。 

 素人でもできるロッククライミング場。 

 ロッククライミング教室。 

 

□川端公園提案検討について 

 散歩やサイクリングを楽しめるようにする。いろいろなところと連携し休み処を設置するのはどう

か。 

 インスタ映えするカフェを建設。観光案内や名物の販売をする。 



 健康器具を置く。サイクリングのポートにする。 

 水と緑と温泉の施設をつくる。 

 日本一長い足湯を設置。 

 下水道施設と連携し、駐車場を作ってもらう。 

 対岸部分に座れて休める、日陰。 

 ツリーハウスでキャンプ。 

 津波避難用展望台を作り、展望台として利用。 

 法面や川に構造物を作り、駐車場を作る。 

 暗いイメージなので、イメージを払しょくできるような何かがあればよい。 

 

□2 公園共通 

 高齢者含め歩ける街、歩いて楽しい街。 

 周辺整備をし、ウォーキング・サイクリングで風景を楽しむ。 

 高低差を利用する。 

 桟敷を川に設置。 

 インクルーシブな、誰でも楽しめる公園。 

 

 ⇒9/14 現地視察の結果をふまえ、10/5 打ち合わせにて提案する。 

9/14 参加予定者：稲葉委員、平山委員、三橋委員、寺本委員長、大沢委員、（大西委員、小澤委員） 

 

（２）その他 

 来年度予算策定について、次回あたりに来年度スケジュール、予算計画をする。 

 大山講について 

 横浜支部 日事連採択のセミナーについて 

 

 次回委員会 10 月 11 日（火）15 時～ Web 会議 

 

 



2021～2022 年度 第 17 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和４年１０月１１日（火） 会 場 Web 会議 

出 席 者 

担当副会長 杉本  勝郎(欠) ・ 山口 英生（補佐） 

委 員 長 寺本   勉 

副 委 員 長 大西  智子 ・ 大沢    匠 ・ 岡崎  秀祐 ・ 小笠原修司  

委 員 小澤 勝美(欠) ・ 根岸 光司 ・ 平山 正義 ・ 廿日出頼秀(欠) 

      小島 紀雄 ・ 藤岡  裕 ・ 三橋  要(欠) ・ 稲葉  勉(欠) 

事 務 局 久保田千尋 

 

１．あいさつ 

 山口担当副会長補佐 

 

２．各種報告   ①前回議事録の確認 ②その他 

 全国大会 9 月 30 日 

 日事連 景観・まちづくり専門委員会に寺本委員長が参加した。 

 

３．議  題    

（１）景観整備機構 （各議事はチーフ G にて司会進行） 

❶相模原市（チーフ G：寺本、小島） 

□景観整備機構専門家登録名簿 企画・日事連事業 進捗（杉本、大沢、岡崎、平山） 

 岡崎副委員長作成の冊子目次案について示された。 

 景観整備機構の紹介…景観整備機構とは？ 景観法に基づき定められた… どんなことをする？ 

 景観整備機構の指定状況など…景観法の活動状況 全国では 神奈川県では 

 景観整備機構を受けた団体の活動事例…ネタ集め 

 神奈川県建築士事務所協会の景観整備機構指定の紹介…相模原市より指定を受けました。 指定を

受けての活動紹介 

 

□指定勉強会開催について 

 ３月実施予定で計画する。 

 候補：湯河原の中西さん 藤野の染物夫婦 小さい景観まちづくり 山口ハウス 大沢邸 

 テーマについては次回委員会にて決定予定。 

 

②湯河原町の景観整備機構指定 進捗確認（チーフ G：稲葉、平山） 

 ９月１４日現地調査を実施した。 

 １０月５日湯河原町と寺本委員長、平山委員、稲葉委員、長谷川前県西支部長にて意見交換を実施

した。 

 １月２５日に湯河原町と意見交換会を再度実施する。 

 委員にてワーキングを１１月９日（水）１０時～１２時に実施する。 

 

 □幕山公園提案検討について   

 幕岩を中心としてアウトドア系利用のアイディアをサウンディング。 

 

□川端公園提案検討について 

 駐車場がないとアプローチ出来ない。駐車場の確保が課題。 

 神事協ではアイディア出し、湯河原町では活用していただける人探しを実施予定。 

 

（２）その他 

 来年度のスケジュールについて、寺本委員長作成のスケジュール表により確認を行った。 

 来年度の計画アイディア：桔梗屋を利用したイベントの開催 横浜まちあるき 地域と密着した活

動 維持保全 修繕計画 都市計画 まちあるきに講師を呼ぶ 勉強会 南足柄市へ閉校した学校

の見学 閉校した学校の後利用について 地域づくり 

⇒講師費を追加で盛り込み、次回来年度予算を詰めていく。 

 大山講について 



 

 次回委員会 １１月１４日（月）１５時～神事協会議室または Web 会議 

 



2021～2022 年度 第 18 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和４年１１月１４日（月） 会 場 神事協会議室、Web 会議 

出 席 者 

担当副会長 杉本  勝郎(W) ・ 山口 英生（補佐）(W) 

委 員 長 寺本   勉 

副 委 員 長 大西  智子(W) ・ 大沢    匠(W) ・ 岡崎  秀祐 ・ 小笠原修司(W)  

委 員 小澤 勝美(欠) ・ 根岸 光司(W) ・ 平山 正義 ・ 廿日出頼秀(欠) 

      小島 紀雄(W) ・ 藤岡  裕(欠) ・ 三橋  要(欠) ・ 稲葉  勉(W) 

事 務 局 久保田千尋 

 

１．あいさつ 

 杉本担当副会長 

 山口担当副会長補佐 

 

２．各種報告   ①前回議事録の確認 ②その他 

 

３．議  題    

（１）景観整備機構 （各議事はチーフ G にて司会進行） 

❶相模原市（チーフ G：寺本、小島） 

□景観整備機構専門家登録名簿 企画・日事連事業 進捗（杉本、大沢、岡崎、平山） 

 オリエンテーションの実施について 

名簿登録者ならびに希望者向けのオリエンテーションを１２月１２日委員会後に実施予定とする。 

内容：①あいさつ ②現在の取り組み紹介：岡崎副委員長 ③実習（湯河原 WG）：杉本担当副会長 

④まとめ 

⇒対象者に個別に配信するとともに、会員メーリングにて周知する。 

⇒案内については杉本担当副会長にてたたき台を作成し、寺本委員長にて確認する。 

 日事連助成事業 

①チラシ ②登録カード 

チラシの掲載内容について、岡崎副委員長作成の内容を確認。 

・景観整備機構の紹介 ・景観整備機構の指定状況 ・景まち委員会の活動紹介 

・文化財指定について（追加する） 

 

□指定勉強会開催について 

 内容：整備機構とは、相模原市の紹介、県内の事例紹介（湯河原？）、メイン 

（講師アイディア） 

 湯河原まちづくり 中西氏、小沢朝江先生、菊地未来氏、国吉氏、杉崎氏、大沢副委員長、杉本先

生、ランドスケープデザイナー、戸田先生、小林先生 

⇒中西氏にまずオファーをする。難しい場合は、ランドスケープの先生に依頼する。 

 

□図書館での普及啓発活動に係るアンケートの実施について（報告） 

 相模原市より送付された図書館展示についての報告 

 

②湯河原町の景観整備機構指定 進捗確認（チーフ G：稲葉、平山） 

 □幕山公園提案検討について  □川端公園提案検討について 

 １１月９日作業を実施し、幕山公園の活用について話し合った。 

（作業時に出てきたアイディア） 

・ロッククライミング：フリークライミング協会 雑誌関連出版社へ声がけ 

・大会、フェスタの実施 

・温泉：宅配のお湯を利用 

・梅林：見る、香水作り、シーズン以外はどうするか、料理 

・入園料、駐車場代：運営について 

・川遊び、釣り：水遊び、手入れの必要性 

・キャンプ、BBQ：グランピング、マウンテンバイク、キッチンカー 

・道の整備、店舗の協力 



・どんなメンバーが必要か：コンソーシアム 町、景まち、スポーツ関連メーカー、地元の組織 

・管理されている状態が必要、対象者は日帰り/１泊するのか、オフシーズンに活性化する方法 

 お金の入る仕組みが必要 

・ジオサイト 

・サウナ 

・食事、クラフトビール 

⇒ここから整理していく 

（作業内容を受けたアイディア） 

 吊り橋、空中を高いところから見下ろせるスポット、パカブ 

 立地特性を活かした素材、レイヤーに分けて考える、グループをいくつか決めサブテーマの属する

ところを整理する。 

 バイク乗りを受け入れる施設 デイキャンプ、温泉施設 

 日常をデザインする コミュニティをデザインする フィールドをつくる 話し合いの場を作る 

関係性のデザインが出来るかどうか 

 町、観光協会、商工会議所が人・モノ・金を出して組織を作るまでが仕事ではないか。 

 資産を掘り出し、どういうジェネレーションにアピールするものを付与するか。 

 山にすべり台をつくる 

⇒企画書を作成し湯河原町との打ち合わせに持っていけるようにする。 

 次回委員会後のオリエンテーションにて説明。 

 

 

（２）委員会 （活動レポート作成、NL・MM、公式サイト・Facebook 運用） 

❶委員会ニュースレター・アーカイブ作成（小笠原、大西） 

 大西副委員長作成の A4 サイズのニュースレターの確認 

⇒一部に写真を追加し完成とする。 

 

（３）その他 

 □その他  2023 年スケジュール（年間）・予算  大山講日程について 

 令和５年度予算要求案について、小笠原副委員長作成の案が示された。 

令和４年度予算要求にまちあるき講師費用を追加し見込んでいる。 

⇒作成した内容にて提出することとする。 

 今後の予定について 

・１２月１２日委員会後に名簿登録者オリエンテーションを実施予定 

・１月１６日委員会 

・１月１６日前後に湯河原に関する作業を実施予定 

・１月２５日湯河原町とミーティング 

・２月１４日、３月１３日委員会 

・３月指定勉強会 

 

 大山講について 

 

 次回委員会：１２月１２日（月）１５時～神事協会議室、Web 委員会後、オリエンテーション１

６時３０分～１８時予定、忘年会 

 

 



2021～2022 年度 第 19 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和４年１２月１２日（月） 会 場 神事協会議室、Web 会議 

出 席 者 

担当副会長 杉本  勝郎 ・ 山口 英生（補佐）(W) 

委 員 長 寺本   勉 

副 委 員 長 大西  智子 ・ 大沢    匠(欠) ・ 岡崎  秀祐 ・ 小笠原修司(W)  

委 員 小澤 勝美(W) ・ 根岸 光司 ・ 平山 正義(W) ・ 廿日出頼秀(欠) 

      小島 紀雄(W) ・ 藤岡  裕 ・ 三橋  要 ・ 稲葉  勉 

事 務 局 久保田千尋 

 

１．あいさつ  

 杉本担当副会長 

 山口担当副会長補佐 

 

２．各種報告   ①前回議事録の確認 ②その他 

 12 月 16 日横浜支部にて委員会活動について寺本委員長より紹介予定。 

 

３．議  題    

（１）景観整備機構 （各議事はチーフ G にて司会進行） 

❶相模原市（チーフ G：寺本、小島） 

 □景観整備機構業務報告書等について 

 年度末に提出予定。ニュースレターを添える予定。 

 

□景観整備機構専門家登録名簿 企画・日事連事業 進捗（杉本、大沢、岡崎、平山） 

 本日委員会後にオリエンテーションを実施する。 

 パンフについては、年明け 1 月頃に内容を提示し、2 月に冊子にまとめる予定。 

 

□指定勉強会開催について（日時・内容の検討） 

 3 月実施予定。講師については今月打診予定（中西氏、12 月 22 日オンラインにて活動についてヒア

リング、情報共有予定）。講師が決定次第、日程を決定する。 

 内容：整備機構について、相模原の景観について等 

 

□図書館での普及啓発活動に係るアンケート集計状況報告 

 次回委員会にてアンケート結果を提示する。 

 

②伊勢原市 大山こま参道・宿坊 PJ（協働事業３年目） 進捗確認（チーフ G：寺本、岡崎） 

 12 月 2 日、3 日で大山講を実施した。こま参道、宿坊の活用方法について話題が上がった。 

 （出たアイディア）伝建地区にしてしまう。道路基準を調査する。坂道階段道路、密集住宅地のあ

る地域へヒアリング、周辺エリアの事例調査。法規の調査。宿坊の調査。小宮氏へのヒアリング。

適用除外。サウナをつくる。増築部分を壊す。巫女舞、神楽体験の実施。大山講を増やす。体験型

の大山講のセッティング。登山客にとって面白い施設にする。かごかつぎ。 

⇒年明けよりどのようにやるか検討する。助成金の活用についても視野に入れる。 

 

 （相模原、伊勢原、湯河原共通） 

 現在実施している景観整備機構関連の活動内容を紹介するちらしのようなものを作成する。 

 

（２）まちづくり活動について 

☆ビデオ会議システムの活用等、リアルタイム＆ストック配信：インタビュー活動等 

①不動産分野：勉強会のテーマ検討について（寺本、小笠原） 

  旧三福不動産（かやぶき民家等）、太平洋不動産（二ノ宮駅前店舗（パン屋））、泰有社等 

 エンジョイワークスと継続的なかかわりが難しい状況。今後の展開について 

（アイディア） 

 個人的に情報を持っている場合は委員会で共有する、イベント等があれば積極的に参加する。 

 実例で取り組みが出来ればいいのでは。 



 機構業務に関連する内容をやっているひとをヒアリングする。 

 公益性の高い内容を実施する。 

 業務が交差するところで関わる。ディスカッションの場を設ける。 

 現在実施している事業の地域近隣の不動産屋とのかかわりを持つ。 

 お金儲けを度外視し楽しいと思えることを突き詰める。 

 湯河原作業とからめて取り組む。 

⇒次回どのような流れを意識してやっていくか検討する。 

 

（４）その他 

 次回委員会 1 月 16 日（月）15 時～神事協会議室（または Web 会議） 

 

 



2021～2022 年度 第 20 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和５年１月１６日（月） 会 場 神事協会議室、Web 会議 

出 席 者 

担当副会長 杉本  勝郎(欠) ・ 山口 英生（補佐）(欠)  

委 員 長 寺本   勉 

副 委 員 長 大西  智子(W) ・ 大沢    匠 ・ 岡崎  秀祐(W) ・ 小笠原修司(W) 

委 員 小澤 勝美(欠) ・ 根岸 光司(W) ・ 平山 正義(W) ・ 廿日出頼秀(欠) 

      小島 紀雄(W) ・ 藤岡  裕(W) ・ 三橋  要(欠) ・ 稲葉  勉(W) 

事 務 局 久保田千尋 

 

１．あいさつ 

 寺本委員長 

 委員 

 

２．各種報告   ①前回議事録の確認 ②その他 

  （今後の予定） 

 1 月 25 日賀詞交換会 

 1 月 27 日相模原市との意見交換会 

 1 月 30 日湯河原町との打ち合わせ 

 

３．議  題    

（１）景観整備機構 （各議事はチーフ G にて司会進行） 

❶相模原市（チーフ G：寺本、小島） 

□景観整備機構業務報告書等について 

 今年度の報告書等について、今後作成していく。 

 

□景観整備機構専門家登録名簿 企画・日事連事業 進捗（杉本、大沢、岡崎、平山） 

 日事連事業として、登録者カード、パンフレットの作成を今年度中に実施する必要がある。 

 パンフレットの内容案について、岡崎副委員長より説明。（景観整備機構の紹介、背景、指定状況、

活動紹介、相模原市の景観重要建造物、樹木紹介、その他行政との協働） 

（パンフレットについて意見等） 

 文字の大きさを A5 サイズで見やすいサイズに変更する。 

 写真を利用するページがあってもよいのでは。 

 実際の活動例、成果を載せる必要があるのでは。（埼玉会、大阪会、静岡士会の活動例など） 

 活動しているところの写真を掲載する。 

 １プロジェクトごとに概要と時系列で実施したことを１ページに記載。（ビュースポットマップ、ま

ちあるき、大山講、藤野、ひばり荘等） 

 サイズを A4 にするのはどうか。 

 

⇒委員は 1 月中にコンテンツを岡崎副委員長に提出し、2 月委員会にて内容を提示する。 

（ビュースポットマップ：寺本委員長、岡崎副委員長 温泉やぐら：稲葉委員、平山委員 まちな

みウォッチング：寺本委員長 伊勢原駅前事業：寺本委員長、岡崎副委員長 藤野ツアー：大沢副

委員長 大山講：根岸委員 まちあるき：横須賀 岡崎副委員長、逗子 小島委員、川崎 寺本委

員長 湯河原ひばり荘：大沢副委員長） 

 

 □令和 5 年度 単位会組織強化支援事業（日事連） 

 日事連より依頼のあった単位会組織強化支援事業について、内容を確認した。 

⇒今年度は申請しない。 

 

□景観整備機構指定勉強会について（開催日３月１５日） 

 3 月 15 日（水）Web（神事協会議室）予定 

 タイトル：官民連携の景観まちづくりの事例に学ぶ 

 内容：（第一部）景観整備機構の業務について、相模原市の景観に寄与する建物等紹介、藤野芸術村

の紹介（大沢副委員長）、馬車道地区について（平山委員）、（第二部）官民連携・パーク PFI の実例



紹介（中西氏）、質疑応答 

 時間：15 時～17 時 40 分 

 定員：80 名 

 参加費用：会員 1500 円、会員外 2000 円 

 杉本担当副会長にて今月中をめどにまとめてもらう。 

 

□図書館での普及啓発活動に係るアンケート集計状況報告 

 アンケート集計結果について確認した。 

 

②湯河原町の景観整備機構指定 進捗確認（チーフ G：稲葉、平山） 

 □幕山公園提案検討について  □川端公園提案検討について 

 これまでの活動レポートを作成し、委員に確認予定。 

 

（２）その他 

 次回委員会 2 月 14 日（火）15 時～ 

 



2021～2022 年度 第 21 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和５年２月１４日（火） 会 場 Web 会議 

出 席 者 

担当副会長 杉本  勝郎 ・ 山口 英生（補佐） 

委 員 長 寺本   勉 

副 委 員 長 大西  智子 ・ 大沢    匠 ・ 岡崎  秀祐 ・ 小笠原修司  

委 員 小澤 勝美 ・ 根岸 光司 ・ 平山 正義 ・ 廿日出頼秀 

      小島 紀雄 ・ 藤岡  裕 ・ 三橋  要(欠) ・ 稲葉  勉 

事 務 局 小林 恵美 ・ 久保田千尋 

 

１．あいさつ  

 杉本担当副会長 

 

２．各種報告   ①前回議事録の確認 ②その他 

 令和５年度予算要求案について、支出の減額要請があり、まちあるきの参加費を 1500 円から 2500

円に上げたことが報告された。 

 

３．議  題    

（１）景観整備機構 （各議事はチーフ G にて司会進行） 

❶相模原市（チーフ G：寺本、小島） 

 □景観整備機構業務報告書等（1/27 意見交換会結果）について 

 １月２７日意見交換会の結果について、寺本委員長より報告。 

 相模原市、町田市の図書館に景観整備機構から配架することが可能とのことで、今後配架するもの

を検討していく。 

 相模原市の景観整備機構の HP に指定勉強会の内容を掲載頂ける可能性がある。 

 屋外広告物の規制について 

 

□景観整備機構専門家登録名簿 企画・日事連事業 進捗（杉本、大沢、岡崎、平山） 

 岡崎副委員長より冊子案が示された。 

 A4 サイズで作成予定。 

 内容：景観整備機構の紹介、景観整備機構が作られた背景、活動紹介、勉強会、まちあるき、まち

なみウォッチング、景観資源調査、応急仮設コンペティション、（他会の活動、大山講も予定）、活

動実績一覧 

⇒解像度の調整、文字の校正、写真・図のクレジット確認、必要な箇所へのリンク記載を行う。 

（意見等） 

 概要、目次を追加すると良い。 

 写真は一部解像度のよいものを委員より集めると良いのでは。 

 イラスト、写真を大きく掲載し、ページが増えても良いのでは。 

 編集参加者の名簿を奥付等に記載するのはどうか。 

 絵や写真を入れた目次を作成するのはどうか。 

 まちあるきは行ったところすべてを写真 1 枚は掲載すると、行政向けにアピールになるのでは。 

 フォーマットを決めてそこに流し込んだほうが見るほうは分かり易いのでは。 

 テーマごとにページに色を付けると分かり易いのでは。 

⇒2 月 23 日に寺本委員長、岡崎副委員長、大沢副委員長、平山委員にて編集会議を行う。 

 

 認定証カードのたたき台が寺本委員長より示された。 

 記載内容案：「景観まちづくりコーディネーター証」、認定番号、氏名、事務所名、認定年月日、認

定元、景観整備機構指定勉強会を受講した旨の記載 

⇒内容については、杉本担当副会長より問題がないか確認することとする。 

 

□景観整備機構指定勉強会について（開催案内・タイムスケジュール等、開催日３月１５日） 

 勉強会の申込が開始されたことが報告され、委員はお声がけならびに申込を求められた。 

 時間割予定の確認。 

司会：小笠原副委員長、開会の挨拶：寺本委員長（大沢副委員長）、景観整備機構の業務について：



岡崎副委員長、相模原市の景観に寄与する建築物等紹介：杉本担当副会長 うち５分間 J：COM ぞ

っこん相模原の映像を流す、藤野芸術村の紹介：大沢副委員長、馬車道地区について：平山委員、

官民連携、パーク PFI の実例：中西氏、閉会の挨拶：杉本担当副会長 

 担当者は、資料について２月中くらいに寺本委員長に送付する。 

 中西氏には、配布用の補足資料を準備頂く。また会議室に来て頂き、現地参加委員の質疑応答に対

応頂く。 

 会議室に来る委員は、１４時３０分集合。（大西副委員長、大沢副委員長、岡崎副委員長、平山委員、

藤岡委員、寺本委員長予定） 

 

□まちなみウォッチングについて 

 令和５年度は実施したい意向が市より示されている。 

（実施内容アイディア） 

 藤野芸術村、藤野ツアー 

 船から見る景観 

⇒次回委員会にて引き続き意見を募集する。 

 

②湯河原町の景観整備機構指定 進捗確認（チーフ G：稲葉、平山） 

 □幕山公園・川端公園提案検討（1/30 まちづくり課との MT 結果）について 

 １月３０日まちづくり課と打ち合わせを実施した内容を寺本委員長より説明。 

 次回３月下旬頃打ち合わせ予定。 

 委員会より提案した事項を活用したいとの回答を得た。 

 川端公園は、県からプレッシャーを受けており、近々で事業を進めていきたいとのこと。基本構想

をたて、事業化を検討していく流れになるのでは。 

 幕山公園は、市場調査のやり方の検討が必要。事業化の検討をし、実証実験の流れか。 

（今後の進め方意見等） 

 先導的官民連携事業に応募し、補助金を得る。 

 補助金を得られれば、進めていって良いのでは。 

 コンサルティングを実施していく。 

 哲学、品位を持って進めていく必要があるのでは。市民側に立った提案の必要性。 

 地元のひとが何を求めているかが一番大事。 

⇒次回以降も引き続き議論する。 

 

（２）その他 

 次回委員会 ３月１４日（火）１５時～ 

 

 



2021～2022 年度 第 22 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和５年３月１４日（火） 会 場 Web 会議 

出 席 者 

担当副会長 杉本  勝郎 ・ 山口 英生（補佐）（欠） 

委 員 長 寺本   勉（欠） 

副 委 員 長 大西  智子 ・ 大沢 匠 ・ 岡崎  秀祐 ・ 小笠原修司  

委 員 小澤 勝美（欠） ・ 根岸 光司（欠） ・ 平山 正義 ・ 廿日出頼秀 

      小島 紀雄 ・ 藤岡 裕 ・ 三橋 要（欠） ・ 稲葉 勉 

事 務 局 小林 恵美  

 

１．あいさつ 

  杉本担当副会長 

 

２．議題 

（１）景観整備機構専門家名簿 企画・日事連事業  

  ①岡崎副委員長より冊子案が示され、修正案等の意見が出された。 

   ＜修正案（抜粋）＞ 

   ・表紙タイトルを「景観・まちづくり 活動のあゆみ」とする。 

   ・表紙下部に「一般社団法人 神奈川県建築士事務所協会 景観・まちづくり特別委員会」と加筆。 

   ・奥付に「日事連単位会組織強化支援事業の支援金により製作」「50 音順で作成・編集に委員メ

ンバー」「発行年月日」を記載。 

   ⇒岡崎副委員長が修正等を行いメールで送付、各自確認することとなった。 

   

  ②日事連提出報告書（収支決算書）作成について 

   ・申請書を小笠原副委員長と大西委員に事務局より送付することとなった。 

   ・冊子印刷の見積を事務局より印刷会社より取ることとなった。 

 

（２）3/15 開催 第 4 回景観整備機構指定勉強会「官民連携の景観まちづくりの事例に学ぶ」について 

  ①各講義担当者は画面共有する資料・動画を事前に事務局に送付することとなった。 

   杉本副会長担当の『ぞっこん相模原』の動画について、寺本委員長に確認することとなった。 

   平山委員担当の動画については、馬車道商店街のホームページとする。 

  ②「官民連携・パーク PFI の実例」を講義いただく中西佳代子氏を紹介する為、プロフィール等を

中西氏にメールで尋ねることとなった。 

  ③zoom ｳｪﾋﾞﾅｰアンケートを行う為、前回等のアンケートをたたき台として小笠原副委員長へ事務局

より送付することとなった。 

  ④各講義担当者の事務局集合時間は 14 時半となった。 

 

 

３．その他 

次回委員会 令和５年４月１０日（月）１５時 ～ 

 

 

以上 
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